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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　毛髪をより正確に処理する方法であって、
　ａ．毛髪処理組成物を泡分配器内に与える又は得る工程であって、前記泡分配器は、
　　ｉ．前記毛髪処理組成物を保持するための貯蔵器と、
　　ｉｉ．前記貯蔵器に流体的に接続された延長ノズルと、を備え、
　前記延長ノズルは、閉じたノズル先端から離間した、１つ又は複数のノズルオリフィス
を含み、
　前記１つ又は複数のノズルオリフィスは、５ｍｍ２～８０ｍｍ２の全オリフィス面積を
有し、
　前記延長ノズルは、前記１つ又は複数のノズルオリフィスが貯蔵器の外輪郭から突出す
る距離である、突出長さを有し、
　前記泡分配器は、前記貯蔵器の外輪郭から延び、かつ前記延長ノズルと交差する垂直軸
と、前記垂直軸が前記延長ノズルの中心と交差する場所から前記１つ又は複数のノズルオ
リフィスの中心まで延びるノズル軸と、を有し、
　前記延長ノズルは、前記垂直軸及び前記ノズル軸によって形成される角度である、ノズ
ル角を有し、
　前記延長ノズルは、４５ｍｍ～７０ｍｍの突出長さ及び７５°～９０°のノズル角を有
する、工程と、
　ｂ．前記毛髪処理組成物を前記貯蔵器から前記延長ノズル内に、及び前記１つ又は複数
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のノズルオリフィスから直接前記毛髪上に泡として分配する工程であって、前記毛髪処理
組成物は、１００ｃｐｓ～１，５００ｃｐｓの粘度を有し、前記泡は、４ｍＬ／ｇ～２０
ｍＬ／ｇの比体積を有する、工程と、
　ｃ．前記泡を前記毛髪上に５分間～６０分間、放置する工程と、
　ｄ．前記泡を前記毛髪から洗い落とす工程と、を含む、方法。
【請求項２】
　前記１つ又は複数のノズルオリフィスは、１２ｍｍ２～６０ｍｍ２の全オリフィス面積
を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記泡は、６ｍＬ／ｇ～１０ｍＬ／ｇの比体積を有する、請求項１又は２に記載の方法
。
【請求項４】
　前記延長ノズルは、７５°～８０°のノズル角を有する、請求項１～３のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項５】
　前記毛髪処理組成物は、３００ｃｐｓ～６００ｃｐｓの粘度を有する、請求項１～４の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記泡分配器は、スクイズ式泡分配器、エアゾール式泡分配器、ポンプ式泡分配器、及
びそれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項１～５のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項７】
　前記貯蔵器は、剛性材料、可撓性材料、及びそれらの組み合わせからなる群から選択さ
れる材料から構成される、請求項１～６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記毛髪処理組成物は、毛髪色組成物又は毛髪脱色組成物である、請求項１～７のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記泡を、前記毛髪上に麺状の泡として直接分配する、請求項１～８のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項１０】
　前記麺状の泡は、５ｍｍ～４０ｍｍの平均直径を有する、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記延長ノズルを用いて前記毛髪を分ける工程を更に含む、請求項１～１０のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項１２】
　ａ．毛髪着色組成物、毛髪脱色組成物、強調表示組成物、コンディショニング組成物、
及びそれらの組み合わせからなる群から選択される毛髪処理組成物であって、１００ｃｐ
ｓ～１，５００ｃｐｓの粘度を有する、毛髪処理組成物と、
　ｂ．泡分配器であって、
　　ｉ．前記毛髪処理組成物を保持するための貯蔵器と、
　　ｉｉ．前記貯蔵器に流体的に接続された延長ノズルと、を備え、
　前記延長ノズルは、閉じたノズル先端から離間した、１つ又は複数のノズルオリフィス
を含み、
　前記１つ又は複数のノズルオリフィスは、５ｍｍ２～８０ｍｍ２の全オリフィス面積を
有し、
　前記延長ノズルは、前記１つ又は複数のノズルオリフィスが貯蔵器１１０の外輪郭から
突出する距離である、突出長さを有し、
　前記泡分配器は、前記貯蔵器の外輪郭から延び、かつ前記延長ノズルと交差する垂直軸
と、前記垂直軸が前記延長ノズルの中心と交差する場所から前記１つ又は複数のノズルオ
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リフィスの中心まで延びるノズル軸と、を有し、
　前記延長ノズルは、前記垂直軸及び前記ノズル軸によって形成される角度である、ノズ
ル角を有し、
　前記延長ノズルは、４５ｍｍ～７０ｍｍの突出長さ及び７５°～９０°のノズル角を有
し、
　前記毛髪処理組成物は前記貯蔵器から前記延長ノズル内に、及び前記１つ又は複数のノ
ズルオリフィスから直接前記毛髪上に泡として分配され、前記毛髪処理組成物は、１００
ｃｐｓ～１，５００ｃｐｓの粘度を有し、前記泡は、４ｍＬ／ｇ～２０ｍＬ／ｇの比体積
を有する、
泡分配器と、
　ｃ．前記毛髪処理組成物を直接前記泡分配器から前記毛髪上に泡として分配するように
ユーザに指示することを含む命令のセットと、を含む、毛髪処理キット。
【請求項１３】
　前記毛髪処理組成物は、毛髪色組成物又は毛髪脱色組成物である、請求項１２に記載の
キット。
【請求項１４】
　前記命令のセットは、前記毛髪処理組成物を直接前記泡分配器から前記毛髪上に麺状の
泡として分配するように前記ユーザに指示することを含む、請求項１２又は１３に記載の
キット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、毛髪をより正確に処理する方法に関する。より詳細には、本発明は、毛髪を
より正確に処理する方法であって、毛髪処理組成物を、延長ノズルを有する泡分配器内に
与える工程と、毛髪処理組成物を、直接毛髪上に泡として分配する工程と、を含む方法に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　毛髪を着色及び脱色するための種々の方法が知られている。これらの方法には、液体毛
髪処理組成物及び泡毛髪処理組成物を加えることが含まれる。これらの組成物をそれぞれ
含む既知の方法には欠点がある。
【０００３】
　既知の液体毛髪処理方法は汚くなる可能性があり、液体が頭皮の皮膚を流れ落ちて顔面
及び頸部上に至ることが多い。液体毛髪処理方法の欠点に対処するために、泡毛髪処理方
法が開発されている。液体とは違って、泡は、頭皮の皮膚を流れ落ちて顔面及び頸部に至
ることはない。
【０００４】
　しかし、泡分配器の現在の構造では、泡を毛髪上に直接分配することを、精度及び制御
を失わずに実現することは難しい。そのため、現在の泡毛髪処理方法では、泡を毛髪上に
直接分配するのではなく、最初に手に分配することを消費者に指示している。泡を手に分
配すると、泡を毛髪（特に毛根）に加える際の精度及び制御が十分でなくなる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前述に基づいて、泡を毛髪上に直接分配するようにデザインされた泡分配器を含む、毛
髪をより正確に処理する方法が求められている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の実施形態によれば、毛髪をより正確に処理する方法であって、（ａ）毛髪処理
組成物を泡分配器内に与える又は得る工程であって、泡分配器は、（ｉ）毛髪処理組成物
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を保持するための貯蔵器と、（２）貯蔵器に流体的に接続された延長ノズルと、を備え、
延長ノズルは、閉じたノズル先端から離間した、１つ又は複数のノズルオリフィスを含み
、１つ又は複数のノズルオリフィスは、５ｍｍ２～８０ｍｍ２の全オリフィス面積を有し
、延長ノズルは、４５ｍｍ～７０ｍｍの突出長さ及び７５°～９５°のノズル角を有する
、工程と、（ｂ）毛髪処理組成物を貯蔵器から延長ノズル内に、及び１つ又は複数のノズ
ルオリフィスから直接毛髪上に泡として分配する工程であって、泡は、４ｍＬ／ｇ～２０
ｍＬ／ｇの比体積を有する、工程と、（ｃ）泡を毛髪上に５分間～６０分間、放置する工
程と、（ｄ）泡を毛髪から洗い落とす工程と、を含む、方法が提供される。
【０００７】
　本発明の更に別の実施形態によれば、（ａ）毛髪着色組成物、毛髪脱色組成物、強調表
示組成物、コンディショニング組成物、及びそれらの組み合わせからなる群から選択され
る毛髪処理組成物と、（ｂ）泡分配器であって、（ｉ）毛髪処理組成物を保持するための
貯蔵器と、（ｉｉ）貯蔵器に流体的に接続された延長ノズルと、を備え、延長ノズルは、
閉じたノズル先端から離間した、１つ又は複数のノズルオリフィスを含み、１つ又は複数
のノズルオリフィスは、５ｍｍ２～８０ｍｍ２の全オリフィス面積を有し、延長ノズルは
、４５ｍｍ～７０ｍｍの突出長さ及び７５°～９５°のノズル角を有する、泡分配器と、
（ｃ）毛髪処理組成物を直接泡分配器から毛髪上に泡として分配するようにユーザに指示
することを含む命令のセットと、を含む毛髪処理キットが提供される。
【０００８】
　本発明のこれら及び他の特徴、態様、及び利点は、本開示を読むことによって当業者に
明白となろう。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
　本明細書は、本発明を詳細に指摘し明確に請求する請求項をもって結論とするが、本発
明は、添付の図面と併せてなされる以下の説明から、より一層よく理解されると考える。
【図１】泡分配器の実施形態の正面図である。
【図２】図１の泡分配器の右側面図である。
【図３】泡分配器の実施形態の正面図である。
【図４】図１の泡分配器の平面図である。
【図５】図１の泡分配器の正面図である。
【図６】図１の泡分配器の正面図である。
【図７】突出長さに対する消費者選択を示す棒グラフである。
【図８】ノズル角に対する消費者選択を示す棒グラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　後述するすべての実施形態において、全ての割合は、特に記載のない限り、組成物全体
の重量によるものである。全ての比率は、特に記述のない限り、重量比である。有効数字
の数は、表示された量に対する限定を表すものでも、測定値の精度に対する限定を表すも
のでもない。特に指示がない限り、全ての数量は、「約」という単語によって修飾される
ものと理解される。特に断らないかぎり、全ての測定は２５℃で周囲条件下において行わ
れたものと理解される。但し「周囲条件」とは、約１気圧の圧力下で約５０％の相対湿度
における条件のことを意味する。列挙された成分に関連する重量は全て、有効濃度に基づ
いており、特に明記しない限り、市販の材料に含まれ得るキャリア又は副生成物を含まな
い。
【００１１】
　用語「含む」は、本明細書で使用するとき、最終的な結果に影響を及ぼさない他の工程
及び他の成分を追加できることを意味する。この用語は、「からなる」及び「から本質的
になる」を包含する。本発明の組成物及び方法／プロセスは、本明細書に記載の本発明の
必須要素及び制限、並びに本明細書に記載のいずれの追加的、若しくは任意選択の、成分
、構成要素、工程、又は制限をも含み、これらからなり、及びこれらから本質的になるこ
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とができる。
【００１２】
　特に記載のない限り、成分又は組成物の濃度は、全て、当該成分又は組成物の活性部分
に関するものであり、このような成分又は組成物の市販の供給源に存在し得る不純物、例
えば残留溶媒又は副生成物は、除外される。
【００１３】
　全ての割合及び比率は、別途記載のない限り重量で計算される。全ての割合及び比率は
、別途記載のない限り組成物全体を基準にして計算される。「重量パーセント」という用
語は、本明細書では「重量％」として表示し得る。
【００１４】
　本明細書全体を通して記載される全ての最大数値限定は、このようなより小さい数値限
定が本明細書に明示的に記載されているかのように、全てのより小さい数値限定を包含す
るものと理解すべきである。本明細書全体を通して記載される全ての最小数値限定は、こ
のようなより高い数値限定が本明細書に明示的に記載されているかのように、全てのより
高い数値限定を含む。本明細書全体を通して記載される全ての数値範囲は、このようなよ
り狭い数値範囲が本明細書に明示的に記載されているかのように、このようなより広い数
値範囲内の全てのより狭い数値範囲を含む。
【００１５】
　毛髪をより正確に処理する方法は、（ａ）毛髪処理組成物を泡分配器内に与える工程と
、ｂ）毛髪処理組成物を直接毛髪上に泡として分配する工程と、（ｃ）泡を毛髪上に約５
分間～約６０分間、放置する工程と、（ｄ）泡を毛髪から洗い落とす工程と、を含んでい
てよい。
【００１６】
　泡分配器は、毛髪処理組成物を保持するための貯蔵器と、貯蔵器に流体的に接続された
延長ノズルとを備えていてよい。
【００１７】
　Ａ．泡分配器
　図１を参照して、毛髪をより正確に処理する方法は、毛髪処理組成物１２０を泡分配器
１００内に与えることを含んでいてよい。泡分配器１００は、スクイズ式泡分配器、エア
ゾール式泡分配器、ポンプ式泡分配器、他の機械的な泡分配器、及びそれらの組み合わせ
からなる群から選択されてよい。実施形態では、泡分配器１００は二重エアゾール泡分配
器１００であってよく、毛髪処理組成物１２０は泡として分配中に混合されてよい。
【００１８】
　１）貯蔵器
　図１を参照して、泡分配器１００は、毛髪処理組成物１２０を保持するための貯蔵器１
１０を備えていてよい。貯蔵器１１０は、プラスチック、金属、合金、積層物、及びそれ
らの組み合わせからなる群から選択される任意の好適な材料から作製され得る。貯蔵器１
１０は、詰め替え可能な貯蔵器１１０、例えば注入式又はねじ込み式の貯蔵器１１０であ
っても、又は貯蔵器１１０は一度だけ使用するためのものであってもよい。また貯蔵器１
１０は、泡分配器１００から取り外し可能であってもよい。代替的に、貯蔵器１１０は泡
分配器１００と一体化されてよい。実施形態では、２つ以上の貯蔵器１１０があってよい
。
【００１９】
　実施形態では、貯蔵器１１０は、剛性材料、可撓性材料、及びそれらの組み合わせから
なる群から選択される材料から構成され得る。貯蔵器１１０は、内部の部分真空にさらし
たときに外部の大気圧下でつぶれない場合、剛性材料から構成されていてよい。実施形態
では、貯蔵器１１０は加圧されていてよい。
【００２０】
　実施形態では、貯蔵器１１０は毛髪処理組成物１２０を保持してよい。毛髪処理組成物
１２０は液体であってよく、約１ｃｐｓ～約２，０００ｃｐｓ、代替的に約１００ｃｐｓ
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～約１，０００ｃｐｓ、及び代替的に約３００ｃｐｓ～約６００ｃｐｓの粘度を有し得る
。
【００２１】
　毛髪処理組成物１２０の粘度は、２５℃においてＴＡ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ　ＡＲ
２０００レオメーター又は同様の機器によって測定され得る。４０ｍｍの２°ステンレス
鋼円錐形状を粘度測定に用いてよい。粘度は、一定のせん断速度６．６ｓ-1において１分
後に記録してよい。粘度測定を３回実行してよく、３回の平均値を計算してよい。毛髪処
理組成物１２０を２つ以上の別個の構成成分（加える前に混合する必要がある）として供
給する場合、粘度測定は、構成成分を混合した直後に開始してよい。
【００２２】
　毛髪処理組成物１２０は、溶媒、酸化染料、直接染料、酸化剤、ラジカルスカベンジャ
ー、レオロジー調整剤、キレート剤、ｐＨ調整剤、緩衝剤、炭酸イオン源、ペルオキソ一
炭酸イオン源、界面活性剤、ポリマー、芳香剤、酵素、分散剤、過酸化物安定剤、酸化防
止剤、植物抽出物、コンディショニング剤、セラミド、保存剤、乳白剤、パール化剤、及
びそれらの混合物からなる群から選択される構成成分を含んでいてよい。
【００２３】
　実施形態では、毛髪処理組成物１２０は、毛髪色組成物であっても又は毛髪脱色組成物
であってもよい。毛髪処理組成物１２０を、２つ以上の別個の構成成分（加える前に混合
する必要があり得る）として供給してよい。毛髪色組成物１２０は、酸化染色用組成物及
び／又は直接染色用組成物を含んでいてよい。酸化染色用組成物は、酸化剤を含み得る。
【００２４】
　２）延長ノズル
　更に図１を参照して、泡分配器１００は延長ノズル１３０を備えていてよい。延長ノズ
ル１３０は、貯蔵器１１０に流体的に接続されていてよく、貯蔵器１１０の最外輪郭を越
えて突出し得る泡分配器１００の任意の部分を含んでいてよい。実施形態では、延長ノズ
ル１３０は、浸漬管１２２によって貯蔵器１１０に流体的に接続されていてよい。
【００２５】
　延長ノズル１３０は、プラスチック、金属、合金、繊維性材料、及びそれらの組み合わ
せからなる群から選択される任意の好適な材料から構成され得る。一実施形態では、延長
ノズル１３０は、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエチレンテレフタレート、ポリカ
ーボネート、ポリスチレン、エチルビニルアルコール、ポリビニルアルコール、ポリ塩化
ビニル、熱可塑性エラストマー、及びそれらの組み合わせからなる群から選択されるポリ
マーから構成され得る。
【００２６】
　延長ノズル１３０は、吹込み成形、圧縮プラス焼結、圧縮成形、発泡性ビーズ成形、押
出成形、発泡成形、射出成形、積層、反応射出成形、マッチド成形、マトリックス成形、
プラスチック成形、圧力栓アシスト成形、回転成形、トランスファー成形、熱成形、真空
形成、及びそれらの組み合わせからなる群から選択されるプロセスによって作製され得る
。
【００２７】
　実施形態では、延長ノズル１３０は、泡分配器１００から取り外し可能であってよく、
かつ１つ又は複数の構成部品を含んでいてよい。代替的に、延長ノズル１３０は泡分配器
１００と一体化されていてよい。延長ノズル１３０は、着脱可能ノズル、伸縮式ノズル、
可撓性ノズル、ヒンジ留めノズル、及びそれらの組み合わせからなる群から選択されてよ
い。
【００２８】
　図２を参照して、延長ノズル１３０は、泡分配器１００の貯蔵器１１０から遠位に配置
された１つ又は複数のノズルオリフィス１４０を含んでいてよい。１つ又は複数のノズル
オリフィス１４０は、約３ｍｍ2～約１３３ｍｍ2、代替的に約５ｍｍ2～約８０ｍｍ2、代
替的に約１２ｍｍ2～約６０ｍｍ2、及び代替的に約２０ｍｍ2～約５０ｍｍ2の全オリフィ
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ス面積を有し得る。２つ以上のノズルオリフィス１４０を伴う実施形態では、全オリフィ
ス面積は個々のノズルオリフィス面積の和である。
【００２９】
　図３を参照して、延長ノズル１３０は、閉じたノズル先端１５０を含んでいてよく、１
つ又は複数のノズルオリフィス１４０は、閉じたノズル先端１５０からずれていてよい。
閉じたノズル先端１５０は、延長ノズル１３０から取り外し可能であっても、又は延長ノ
ズル１３０と一体化されていてもよい。
【００３０】
　図４及び５を参照して、延長ノズル１３０は突出長さ１３２を有し得る。突出長さ１３
２は、１つ又は複数のノズルオリフィス１４０が貯蔵器１１０の外輪郭から突出する距離
であってよい。突出長さ１３２は、約２０ｍｍ～約１２５ｍｍ、代替的に約３５ｍｍ～約
１１０ｍｍ、代替的に約４０ｍｍ～約７５ｍｍ、及び代替的に約４５ｍｍ～約７０ｍｍで
あってよい。
【００３１】
　図６を参照して、延長ノズル１３０はノズル角１３４を有し得る。ノズル角１３４を測
定するために、泡分配器１００は、貯蔵器１１０の外輪郭から延び、かつ延長ノズル１３
０と交差する垂直軸２５０を有し得る。また泡分配器１００は、垂直軸２５０が延長ノズ
ル１３０の中心と交差する場所（１）から１つ又は複数のノズルオリフィス１４０の中心
（２）まで延びるノズル軸３５０を有し得る。ノズル角１３４は、垂直軸２５０及びノズ
ル軸３５０によって形成される角度であってよい。ノズル角１３４は、７０°超かつ１２
０°未満、代替的に約７５°～約１１５°、代替的に７０°超かつ１００°未満、及び代
替的に約７５°～約９５°であってよい。
【００３２】
　Ｂ．毛髪の処理方法
　毛髪をより正確に処理する方法は、前述したように、毛髪処理組成物１２０を泡分配器
１００内に与える工程を含んでいてよい。
【００３３】
　毛髪をより正確に処理する方法は更に、毛髪処理組成物１２０を貯蔵器１１０から延長
ノズル１３０内に、及び１つ又は複数のノズルオリフィス１４０から直接毛髪上に泡とし
て分配する工程を含んでいてよい。
【００３４】
　泡は、約４ｍＬ／ｇ～約２０ｍＬ／ｇ、代替的に約５ｍＬ／ｇ～約１５ｍＬ／ｇ、及び
代替的に約６ｍＬ／ｇ～約１０ｍＬ／ｇの比体積を有し得る。実施形態では、比泡体積は
、１００ｍＬビーカーをマスバランス上に配置し、ビーカーの質量を差し引き、そして泡
分配器から１００ｍＬビーカー内に、泡の体積が１００ｍＬに等しくなるまで分配するこ
とによって測定してよい。１００ｍＬの泡から得られる、分配終了時から５秒時点の質量
を記録する。体積（１００）を泡の質量で割ることによって、比泡体積をｍＬ／ｇ単位で
得る。実験を３回繰り返してよく、平均の比泡体積を計算してよい。
【００３５】
　泡を、毛髪上に麺状の泡として直接分配してよい。実施形態では、泡を、毛髪上に複数
の麺状の泡として直接分配してよい。任意の時点で、麺状の泡は、約２ｍｍ～約５０ｍｍ
、代替的に約５ｍｍ～約４０ｍｍ、及び代替的に約１０ｍｍ～約３０ｍｍの平均直径を有
し得る。麺状の泡は、平坦な麺、円柱形の麺、四角形の麺、非対称の麺、対称的な麺、直
線的な麺、非直線的な麺、及びそれらの組み合わせからなる群から選択される任意の形状
であってよい。
【００３６】
　毛髪をより正確に処理する方法は更に、泡を毛髪上に約５分間～約６０分間、放置する
工程を含んでいてよい。
【００３７】
　毛髪をより正確に処理する方法は更に、泡を毛髪から洗い落とす工程を含んでいてよい
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【００３８】
　毛髪をより正確に処理する方法は更に、延長ノズル１３０を用いて毛髪を分ける工程を
含んでいてよい。
【００３９】
　Ｃ．毛髪処理キット
　毛髪処理キットは、前述したように、泡分配器を備えていてよい。また毛髪処理キット
は、毛髪着色組成物、毛髪脱色組成物、強調表示組成物、コンディショニング組成物、及
びそれらの組み合わせからなる群から選択される毛髪処理組成物を含んでいてよい。毛髪
処理組成物は、泡分配器から分離して別個にパッケージしてよい。実施形態では、毛髪処
理キットは、２つ以上の毛髪処理組成物（加える前に混合する必要がある）を含んでいて
よい。
【００４０】
　毛髪処理キットは、毛髪処理組成物を直接泡分配器から毛髪上に泡として分配するよう
にユーザに指示することを含む命令のセットを含んでいてよい。実施形態では、命令のセ
ットは、前述したように、毛髪処理組成物を直接泡分配器から毛髪上に麺状の泡として分
配するようにユーザに指示することを含んでいてよい。
【００４１】
　実験データ
　表１を参照して、１７人の毛髪色消費者に、突出長さの異なる以下の延長ノズル泡分配
器を用いて模擬実験することを依頼した。次に消費者に、泡を毛髪上に直接分配するため
の精度及び制御に基づいて突出長さをランク付けすることを依頼した。ランク付け１は最
も好ましい突出長さに関連し、ランク付け５は最も好ましくない突出長さに関連する。表
１の割合は、どのように消費者が各突出長さをランク付けしたかを、少数第２位を四捨五
入して示している。表１の最後の列は、精度及び制御に対して各突出長さを最も好ましい
か又は２番目に好ましいとランク付けした消費者の割合を示す。
【００４２】
【表１】

【００４３】
　表１及び図７を参照して、２９．４％、５８．８％、６４．７％、及び３５．３％の消
費者が、３５ｍｍ、５０ｍｍ、６５ｍｍ、及び１１０ｍｍの長さが、精度及び制御に対し
て最も好ましいか又は２番目に好ましいとランク付けした。これらの数は、５ｍｍ長さを
最も好ましいか又は２番目に好ましいとランク付けした消費者の１１．８％よりも著しく
高かった。
【００４４】
　ここで表２を参照して、１７人の毛髪色消費者に、ノズル角の異なる以下の延長ノズル
泡分配器を用いて模擬実験することを依頼した。次に消費者に、泡を毛髪上に直接分配す
るための精度及び制御に基づいてノズル角をランク付けすることを依頼した。ランク付け
１は最も好ましいノズル角に関連し、ランク付け５は最も好ましくないノズル角に関連す
る。表２の割合は、どのように消費者が各ノズル角をランク付けしたかを、少数第２位を
四捨五入して示している。表２の最後の列は、精度及び制御に対して各ノズル角を最も好
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【００４５】
【表２】

【００４６】
　表２及び図８を参照して、７６．４％及び８２．３％の消費者が、８０°及び９０°の
角度が、精度及び制御に対して最も好ましいか又は２番目に好ましいとランク付けした。
これらの数は、７０°、１００°、及び１２０°角度を最も好ましいか又は２番目に好ま
しいとランク付けした消費者の１１．８％、２３．６％、及び５．９％よりも著しく高か
った。
【００４７】
　上記調査に参加した１７人の消費者のうち、９人の消費者が、毛髪を着色するために泡
分配器を以前に用いたことがあると述べた。次に、毛髪を着色するために泡分配器を以前
に用いた９人の消費者に、前述したような延長ノズル泡分配器を用いて毛髪を着色するよ
うに依頼した。古い泡分配器と本発明の実施形態との間で選ぶ機会を与えたときに、９人
のうち８人の消費者（８９％）が本発明の実施形態を選んだ。
【００４８】
　違う調査では、毛髪を着色するために液体分配器を以前に用いた１０人の消費者に、前
述したような延長ノズル泡分配器を用いて毛髪を着色するように依頼した。古い液体分配
器と本発明の実施形態との間で選ぶ機会を与えたときに、１０人のうち９人の消費者（９
０％）が本発明の実施形態を選んだ。
【００４９】
　本明細書に開示した寸法及び値は、記載された正確な数値に厳密に限定されるものと理
解されるべきではない。むしろ、特に断らないかぎり、そのような寸法のそれぞれは、記
載された値及びその値の周辺の機能的に同等の範囲の両方を意味するものとする。例えば
、「４０ｍｍ」として開示される寸法は、「約４０ｍｍ」を意味することを意図する。
【００５０】
　任意の相互参照又は関連特許若しくは関連出願を含む本明細書に引用される文献はすべ
て、明らかに除外されるか又は別の方法で限定されないかぎり、それらの全容を本明細書
に参照によって援用する。いかなる文献の引用も、それが本明細書において開示されてい
るか若しくは「特許請求の範囲」に記載されているいずれかの発明に関する先行技術であ
ることを認めるものではなく、あるいはそれが単独で又は他のいかなる参考文献（単数若
しくは複数）とのいかなる組み合わせにおいても、かかる発明を教示する、提案する、又
は開示することを認めるものではない。更に、本文書内の用語のいずれかの意味又は定義
が、参照によって援用される文書内の同じ用語のいずれかの意味又は定義と矛盾する場合
、本文書においてその用語に付与される意味又は定義が優先するものとする。
【００５１】
　本発明の特定の実施形態が例示され記載されてきたが、本発明の趣旨及び範囲から逸脱
することなく他の様々な変更及び修正を実施できることが、当業者には自明であろう。し
たがって、本発明の範囲内にあるそのようなすべての変更及び修正を添付の「特許請求の
範囲」で扱うものとする。
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